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視聴覚資料の効果的利用




折 りながら 「～するところ,一 しているところ,一 したところ」の相違を
示すな らぱ,こ れは演示 とい う視聴覚的手法を用いた目本語教育であり,
広義には教師自身も視聴覚資料になり得 る。一般には学習者に対 して提示
される教育のための視覚的聴覚的媒体を視聴覚教材と言いb,実物,模型,
絵,写 真,標 本,ス ライ ド,トランスパ ンンシー(0且P用教材〉,レコー
ド,録音教材,ラ ジオ,テ レビンVTR,映画等,そ れ自体の中に資料 と
しての内容 を有するものを指す。教材提示のた め に必要なもの(補助的道
具を含む〉が機器であ勢,この両者を含めて資料 と言 う。
ここでは視聴覚資料の一般的特性に触れた後・目本語教育において比較




1・視聴覚資料 の一般 的特 性








視聴覚資料は時間,空 問を超越 した世界を提供す る。古典の世界 を映像
を用いて再現 したり,教師以外の声 を録音テープ等によ り教室内に持ち込
むことが出来る。
3.現 実を再講成する。
視聴覚教材は学習者の理解を助けるために現実 を再構成 した り再配列 し
たりして一つの事物や事件 を多角的,具 体的かつ総合的に示すことが出来












IL視 聴覚資料を利用す る際の一般 的心が まえ
1.利 用す る目的 をは っき りさせ る。
何 のため にその資料 を使 うか 目的 をはっき りさせ'るこ とが 重要 である。
2)了視聴覚教育研究』・『放送教育研究』・諸大学教育学部紀要等を参照されたい。
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機械的 な ドリル を多 くや りたい と思 えば録音 テープ を,あ る特定 の表現 が
使 われ るシチ ュエーシ ョンを教 えたければ視聴覚教材 とい う具合 にそ の 目
的 にそ って最 も適 している資料 を選 ばねば な らない.又,同 一 の資料 で も
目的に よ り全 く異 な った利用法が可能 であ る。
例えば,「生 活 の中の文字一駅 で一」 とい う文化庁制作 のテ ー プ付 ス ラ
イ ド教材 が ある。 これは駅 の中で実 際に使 われてい る漢字:を写 し,そ の読
み方 と解 説 をつけた もので,「きっぶ売場」,「ホーム」,「東京駅」,「駅 の
施設」 の四部にわかれてい る。 ス ライ ド100枚,テ ー プ も30分足 らず の
教材 であるが 目的にあわせ てい くらで も活用 出来 る。漢宇 を教 えるために
はスライ ドを見せ てテープでそ の読み方 を聞 かせ,次 にスライ ドのみ見せ
て学生 に読 ませ・ ついでテー プのみ聞かせ て書 き取 らせ る。会話 に利用 す
るのな らば,字 を読 ませ,解 説 を理解 す るまで繰 り返 し聞 かせ,そ れにつ
いて質 問 し答 えさせ る。更 にそ の内容 につ い て 自由会話 へ と発展 させ る。
作文の時問で あれ ばス ライ ドをみせ解 説 を聞かせ,見 た こ と感 じたこ と,
又 は駅 に関連 したテーマを選 んで書 かせれ ば,単 に題 のみ与 え られ るのよ
勢学生 に とってははるかに書 き易 く,豊 かな内容 の 作文が期待 出来 よ う。
会話 の時間 の後 で,宿 題 として作文 を課す のも一案 である'。
2・ 利用 の体系化
授業全体 の流れ の中での視聴 覚資料 の位置 づ け を呂コ明確 に しなけれ ば,
マイナスの効 果 を与 えて しま うこともあ り得 る。 よ くみ られ るのが語学 ラ
ボ ラ トリー の例であ る。近代的 な立派 な設備 をもちなが ら,ラ ボ ラ トリー
での学習 が他 クラス と密接 な関連 を欠 くために学生 も次第 に出席 しな くな
り,結 局 その時 間は普通教室 での授業 に当てた方 がは るかに効果的 である
場合が度 厚み られ る。 その位置づ けによっては利用法 も異 なって くる。例
えぱ語学 ラボラ トリー(L・L)をある課 の導入 に利用 す るな らば,短文の機





を繰 弾返すのみでなく,内容に関する質問 といったような変化 をもたせな
ければ学生はあきてしまう。
3.視 聴覚資料の限界 を知 る。








視聴覚資料は教育の補助手段にす ぎない。教師が主体性 を失 ってしまっ
たらおしまいである。かつて,フ ェル トボー ドを利用 したフランス語の級
に出たことがある。フ番ル トボー ドの上に種々のフェル トの切 り抜きをお
きかえては教師が文型 の意味と使用法 を示 し,又それ らの切 り抜 きをCue
として用いながら文型練習を行った。多様な切 り抜きが用意 され・生徒も
1D人足 らずで理想的な授業が行われるようにみえたが,あ にはからんや,











に くい。又,こ れだ けの時間 をかけて準 備す るか らには,よ く計画 をね っ
て十二 分に活用 しなければ損である。
11L各 種 の視 聴覚資料
ユ.録 音テー プ教材
A.特 色




v,音 質 が良 い。
vi.複製 が可能 である。
同時 に何本 もの複製 を行 う機械 も開発 され ている。
vh.視 覚的要素 を欠 く。
上記の特 色か ら録音テープ教材 は もっとも広 くかつ頻 繁に利用 されてい
る教材 と言 えよ う。最 近はカセ ッ トテープ レコー ダ の 開 発 普 及 に伴 い,
L・L・での授業 を自身 で録音 し自宅で復習す る学習者 もい る。市販 されてい
る教科書 の殆ん どは録 音テープ付 であ り,他 の視 覚教材 とも併用 されてい
る。
B,作 製 ・利用上 の注意









iv.Cueを利用 した正 しい文型 を与 える。
v.ポ ーズ。一一 正 しい文型 を学習者 に反復 させ,正答 を確認 させ る。
これが最 も一般的 な形式 であるが,(V・)の確認 のためのポーズ を とって
い ない市販 録音テー プがみ られる。恐 らく録音 テープの経 済性 を考慮 に入
れ てのこ とだ と思 われ るが,自 作 する場合 には必 らず確 認の ためのポ ーズ
を入れ なければ な らない。 こ こでは じめてその学 習者 がその文 型 を本 当に
習得 したか否かが判断出来 る ものであ って,こ の段 階で まだ問違 えてい る
よ うで あれ ば訂正すれば よい。
b、 音読練習
i.一句 ずつ切 って適 当なポーズ を入れ て読 む。
ii.ポー ズ をおかず全 体を通 して 自然 な抑揚 で読 む。
一句ずつ切 って読 む時,句 末の助詞 が 強 くな る傾 向が あるので注意 す
る。我 舟 日本入 には先 に全体 を通 して読む方が 自然で あ る よ うに 思 える
が,漢 字 の問題 があ る故 か先ず一 句ずつ読むの を好む学習者が多 い。教室
でテープ レコーダー を隣時 とめなが ら区切 って読 ませ るのは録音 テー プの
経済性 か らは うなず けるが,意 外 に手間がかか るのでやは り二段構 え にす
る方 をすす める。
c.会 話練習
i.会話全体 を通 して聞かせ る。
ii,一句ず つ,ポ ーズ をおいて反復 させる。
iii.Aの発話 のみ与 え,Bの 発話 を言 わせ る。
iv.Bの 発話のみ与 え,Aの 発話 を言 わせ る。
▽.も う一 度会話 全体 を通 して聞かせ る。
会話練習用テー プ教材 になるべ く二人 の録音者(内容 に よ っ ては もっ と
多 い場 合 も)を あてる ように したい。 一入 で会話文 を読 んでい るの をみ か
けるが,単 調 になるのみ な らず どこか らどこまでが同一人 の発話 なのが わ




ポーズ はあま り長す ぎる とダ レて しま う。初級 レベルで もむ しろ短 かめ
にした方が良 い。何回 も繰 り返 し練習 させ る とか,ど うしても必要 な場合
にはイ ンスタ ン トス トッパー を利 用 して学習者 の レベル にあわせ て調節す
るQ
(3)イ ンフ オーマ ン ト.
イ ンフォー マ ン トには標準語 を話す人 を選ぶ方が望 ま しいが,必 ず しも
それが可能 とは限 らない し,実 生活 では種 々のア クセ ン トを聞 くこ とにな
るので,極 端 な場合 を除 いて初級 の段階 ではなるべ く標準語 に近い話 し方
をする人 を選 ぶ程度 で よい と思 う。中級以後 はなるべ く多様 なイ ンフ ォー
マン トを使用 しない と教師 の話 はわかるが他 の 目本人 の話 はわ か らない と
い う現象 が起 るD
かつて,標 準語 を話す とまわ りの者 に思 われ てい る人 に 目本語教師 と一
緒 に会話用 テープ教材 を作 って もらった ことがあ った。録音 の時 はあ まり
気 にな らなか ったが,再 生 してみ る と二人 の母音 の明瞭 さがあ ま りに も違
いす ぎ,結 局少 しな まりはあるがや は り日本語教師 を している人 に録音 し
直 して もらっ た。 日本語教師 は気がつ かない間に母音 を明瞭 に発音す る癖
がついているのであろ う。放送等 を録音 して利用す る場合 も,舞 台出身 の
俳 憂 といわゆ る ラ ジ オ(テ レビ)出身の俳優 の差 を学生 は敏感 に聞きわけ,
後者 の発話 は聞き取 りに くい とい う。本職 のアナ ウンサー の中 に も学習者
の立場 に たって考 える とあ まりすす め られ ないケース もある。
録音 テープによ る学習 は聴覚 のみ に頼 るので単調 にな りが ちで ある。 内
容 録音方法共 に変化 に富 ませ る必要が ある。 この点 か らイ ンフォー マ ン
トは男女二人以上 を選 び,交 互 に録音す るのが望 ましい。イ ンフォー マ ン
トび)声の高低 が異 な りす ぎると,き きに くいのみ な らず それ を忠実 に模倣
す る学習者 もあ り疲労 が甚 しい場合 もある。
(4)録音上 の諸注意
一つ の り一ル には一 クラスで利用す る内容 のみ録音 し録音テ ープの上下
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の トラックに録音す るのは さけた方が使用 しやす い。 どうして も往復 録音
す る際 には録音 テー プの前後 につ ける リー ダー テープの色 を区別 し 普
通 はテープのは じめが黒 印 終9が 赤 白一 逆 に巻 き取 らないよ うに注意
しなけれぱな らない。録 音テープのは じめ と終 りが さか さまにな っていて
学生 を前 に して とまど うことも決 して少な くない。
録音 のは じめには録音 す るもの のタイ トル を,又 終 り目には録音 が終 った
旨の言葉 を入れ なければな らない。録音テー プ教材 を作 った者が使用 す る
とは限 らないので録音 が どこで終 るのか はっき りさせ る必要が あ る。特 に
教 科書 には書 かれていない質 問等 をつけ足 して録音す る時 な ど終9の 貢葉
を忘 れがちである。L・L・で何本 もの録音テー プ教材 を同時 に流 す場 合 に
は一つ のテー プが終 ったの に気づ かなか った とい うこともあるので・録 音
¢)前後 にチ ャイ ムの よ うな音 を入れ るの も一案 である、
音 質 はロー ラーを一秒 間 に通過す るテー プの速度 によ り異 なる。一般 に
使 われ てい るテープ レコーダーの場合 は9.5cm/secと19cm/sεcであ り,
再 生 し得 る音域 は大 体前者 が100解1000サイ ク ル,後 者 が50～9000サイ
ク.ルとされ てい る。語 学用 には普通9・5cmが 使 われ ている。
出来れぱ録音室 で録音 す るのが望 ま しい。普通 の部屋 での録音 は残響 そ
の地 の雑音 が意外 に多 く入 り,使 用 しない揚合が多 い。
イ ンフォーマ ン トの他 に技 術者 に立 ち会 って もらいポ ーズ の とり方等 も
合 図 をして もら う方 が失敗 が少ない。一 人で録音 してい る といつ の間 にか
ポ ーズが短 くな りす ぎてしま う傾向が ある。
(5)保存
録 音テー プは反復利用 出来 るところか ら録音内容が変 わるこ とが多 いの
で,箱 には録音 内容 を書 き込 まない方が良い。箱 に帯封 を し,そ れ に録音
内容等 を記入 してい る ところが多い。録 音内容,録 音速度 は リール に も記
入 してお く。使 っている間 に箱,り 一ルの表示 と録音内容 とが他 のテ ープ









映写機,ス クリー ン,暗 室等 を必要 とす る。 クラスの大 きさによっ
ては暗幕 を必 要 としない場合 もあ り,デ イ ライ トス クリー ンな ら普通
教室 で も使用 出来 る。
スライ ドには大別 して次 の二種 がある。
目カ ッ トス ライ ド(一コマス ライ ド)
一 コマ毎 に切 り離 され枠 には さまれている。取扱 いが簡単 で必 要な
コマのみ選 んで利 用出来 る。
フ ィル ムス トリップ(ロールス ライ ド)
一 連の フィルムがつながっている。保管 しやす いが順 序 がきめ られ
て しま う。操 作 もやや複雑 である。
映写機 に もリモー トコン トロール出来 る ものや 自動 的に コマ送目りが出来
.るもの・ボタ ン操 作に よ り前後 にス ライ ドケースを動 か し自由にコマを選
んで映写 出来 るもの等がある。
上記 の特色 か ら視覚 に訴 えて言語対象 を与 えた り,聴 覚教材 と併用 して
言語の使用 され るシチ ュエーシ ョンを与 える等 の他,漢 字教育 のよ うに静
止 した状 態で比較的長時問提示 したい場合 に利用 されている。簡 単に 自作
出来・保存 が容 易 な点か ら看板 ・ポスター等身 のまわ りに使用 されている
漢字の例 を示 す ために海外で教 える場合 に持 ってい く者 もある。映写時間
の調節 が出来 るので,フ ラッシ ュカー ドのよ うに使 うことも出来 る。 カ ッ
トスライ ドの揚合 には一 コマずつ独立 してい るので,組 合 わせや順序 をか















3・ オーバーヘ ッ ドプロジニクター 〈OHP)
A.特 色
L画 面が大 き く明 るいので,普 通教室 で利用可能 である。
ii,教師は学 習者 に相対 しな が ら背後 に資料 を投影 出来 るので,学
習者 の反応 を確認 しなが ら授業 をす すめるこ とが出来 る。
iii。画面 に 自由に加 筆 し,又 抹消 出来 るので,黒 板 と同 じ よ う に使
用出来 る。目
iv・複写用 の機械 を使 って文献 か らの 複写が簡単 に出来 る。教材 の
複写 も簡単 に行 える。
V・ 教材 を何枚 か重ね合 わせ て画面 を合成 した り,分 解 した り出来
る。
vi.セロ7ア ンロール を使用 し連続投影が出来る。
vii.教材 は保存が可能 である。台紙 の枠 が大 きい ので(20cm四 方)
スライ ド程簡単で はない。
viii,自動的 に映写出来 ないので数 多 くみせたい時 には向 かない。
ix,視覚 に訴 えるのみ で音声 を伴 わない。
普 通OHPと 言われているがこれは映写機 の名称 であ リセ ロ フ ァ ン状
の トランスパ レンシー と呼 ばれ るものが教材 である。漢 字の構成 要素 を示







iド硯覚 と聴覚 に訴 える。
ii.画面が動 く。
iii.適宣機械 を とめて使用可能 である。
iv.取り扱 いが簡便 である。車 つきの台にの せ れ ば普通教室 に も簡
単 に持 ち込 め,テ ープ レコーダー と同 じよ うに取 り扱 える。
v.反 復 して長期 間利用が可能 である。'
楓 保管が容 易である。
viLテ レビ番 組の録画 も簡単 に出来,自 作 も可能 である。
タイ マー を利用 す れ ぱ 時間的制約 を うけず に録画出来 る。最
近 では16mmフ ィル ム か らの録画 も出来 るよ うになったが色
や残像,著 作権 の点で まだ問題 が残 る。
版iL複 写が簡単 に行 える。
ix,編集 は可能 であるが録音テー プほど簡単では ない。
テ レビか らの録画が容易なため,上 級聴 き取 り級用等 に 日本語教育 では
かな り広 く利用 され てい る。最近 文化 庁お よび国立国語研究所制作 の 日本
語教育用映画 もVTR化 され たので・今後 は初 級 レベル も広 く使 われる可
能性 があ る。 自作 も可能 なので漢字 クラス用 に利用 してい る例 もある。
B.作 製 ・作用上の注意
(1〉選択 の基準
そ の番組 が果 して目的にそってい るか否 かは,殆 ん どの揚合,タ イ トル
だけではわか らない。選択 の時 の基準 としては次 の事項が考 え られ る。
i・画面 と説 明の内容が一致 してい るか。
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歴史物 に多 いが景 色を見せ なが ら そ の 土地 の.歴史 を説明す る
な どの類 は音 のみ に頼 らね ばな らないのでむずか しい。
ii.音が歪 め られていないかo




基礎 となっている 目本的 な考 え方 につ い て説 明 を与 えない とむ
ずか しい。
vi.ヒン トとして字や絵 が示 される クイズ番組 は比較的や さしい。
(2)利用上 の注意
i.一度全 体を通 して視聴 させる。
iL部 分毎 に説明 を加 えなが ら視聴 させる。(録音テー プ を併用 して
音声 のみを聞かせ理解 させ る。〉む ず か しい語句 をひ らが な と漢
字で与 え意 味 を記入 させ る。
iii.もう一 度全 体 を通 して視聴 させる。
大体上記 の手順 で利用す る例が多い。語句の リス トの与え方 を注意 しな
い と,VTRの 視聴 とリス トの記入 の どち らが主体 かわか らな くなる恐れ
が ある。筆者 の経験 ではそれ がわか らない とどうして も全体 が理解 出来 な
い恐 れのある語旬 に限 り,そ れ以外 は画面 と流れで理解 させ るよ うにす る
方 が よさそ うであ る。語句 と同時 に 日常会話 に度 々使われ る表現 の書 き言
葉 と話 し言葉 の相違(～ して しまった → ～ しちゃ っ たetc〉の大 まかな規
則 を示 す方 が親切 である。 ホーム ドラマを一本 あげ る頃 には大体聴 き取 れ
るよ うにな り学習者 も喜 んで使 い出す。
イ ンフォー マルな会話 は 日常一番 多 く耳 にす る形 なのにこれを扱 う教科
書 は少 ない。Recognit三〇nだ けは出来 るよ うにかな り初 期の段階 か らす べ
きで あろ う。 この面で もVTRの 活用が期待 され る。
録画 したものの音 を消 し,学 習 者 に そ の 場面 に適切な会話 を行 わせ た
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り,同 じ画隊 を利用 して他の表現を使った音声を録音テープを併用 し同時
視聴 させる等の利用法 も可龍である。こσ)ような場合には著作権がか らま
って くるので十分注意する必要がある。
(3)自作の時の注意
映画等 に比して残像が残 り易い.漢字を阜 く認知させ るよ うな練習を
VTRを 利用 して試みたことがあるが,残 像がチラっいて見にくく失敗 し
たという経験がある。
Jls規格が統一 される前 には機種によって録画方式が異な弘 互換性が
なかった。古レ・黒 白のレコーダーがある揚合には教材がそのレニーダーで
録画されたものか否か注意す る必要がある。最近普及 しているカラーカセ
ットのVTRは 殆んど互換性があるが,家 庭用小型カセットVTRの 中
には互換性のないものがある。国外でもアメリカのVTRの 場合は大体互
換性はあるが ヨーロッパ系の物はない揚合が多い。いずれにしても事前に
互換性 の有無 を確 めた方が無難である。
(4)保管
箱には録画内容,録 画月 日,録画担当者の他簡単な使用記録一 使用 し




5・ 語学 ラボラ トリー(L・L.)
ラボ ラ トリーの言葉 が示す よ うに,こ れ は視聴覚資料 を総合的 に利用 す
る設備 である。種 々のL,L,が あ り,学 習者 の個入用 にイヤ フォ ンのみが
与 えられている もの,イ ヤフォ ンとマイ クが与 え られ教師がモ ニター出来
る もの,イ ヤフォ ン,マ イ ク,録 音機が与 え られ教材 を自分 の録 音 テープ
に録音 し,反 復聴取 しなが ら教師 と相互通話 出来 る もの等が ある。普通教
室 に持 ち込 んで利用出来 る移動簡 易ラポ も開発 されている。
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授業の一部 として利用 す る場合 と課外 に認意 に利用 する場合 があ り後者
は図書館形式 と呼ばれてい る。アメ リカの大学 は殆 ん どこの形式 であ る。
A.特 色
i・イ ヤフォンを使 い教材 と一対一 の対応 で学習す る た め集 中度 が
高 い学習が出来 る。必要 に応 じて反復 聴取が可能であ る。
ii.一斉学習 の形態 をとるが相互 会話装 置に よ り個別指導 可能 。そ
の間他 の学生 はテ ープによ り学習 を進 め ることが出来 る。
iii.数種 の教材が同時 に流せ るLL、 で は一度 に ヒベル の異 なる学
生 の指導が可能 である。
iv,視覚教材やVTRと の併用,計 算機 と連動 させ ティーチ ングマ
シンと しての利 用 も可能 である。
B.利 用上 の注意5}
初級 では短 時間 で も回数 を多 くす る方 が望 ましい。聴覚が主体 で集 中度
が高 くイ ヤフォ ンを利用す るため疲 れ易い.音 楽 を間 に入 れ るな り,ド リ
ル の種類 を変 えるな りして単調にな らない よう配慮 す る必 要があ る。
個別指導 は音声面 に限 り文法事項等普通教室 で与 え られ るものは極力省
く。学習者が同 じ問違 えを繰 り返 す'のはモデル との差 に気づかないか らで
ある。モ デル との差 をはっきP,細 か く指摘 しなければな らない。モデル
を模倣 させ るのみでな く舌 の位置等,正 しい音 が出せ るよ う具体 的に説明
す る方び効果的で ある。単 に一つ の発話 を矯正す るのみでな くその学 習者
の持つ一般的 な問題 を指摘す る方が親 切 であろ う。
L・Lク ラスがカ リキ ュラム全体か ら遊離 して しまっては効果 は上 らな
い。LL.ク ラス担 当者 は他 クラスも教 えるよ うに して,カ リキュラム全
体 を知 ることが必 要であ る。
種 々な コースが使 うので,LL使 用 時問,学 生数等前 もってLL管 理







機器は入手できても教材の自作 は海外 ではままならない。視聴覚資料 の
威力を知るのは外国で教 える場合 である。視聴覚教材 を集め簡単な手続で
貸出し ・複製サーヴィスを行い,更 には内外の教育機関からの注文 をうけ
て作製 もするようなセンターの設立が望 まれる。
日本歴史,文 学,社会科用に市販 されているスライ ド教材の殆んどは解
説用のパンフレットがつけられているので,録音テープを用意 しさえすれ
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